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詩
吟
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
者 

相
川 

明
睦 

 
 

詩
吟
の
魅
力
は
、
詩
吟
に
親
し
む

こ
と
で
歴
史
や
文
学
の
教
養
が
豊

か
に
な
り
生
活
に
潤
い
が
満
ち
て

く
る
。
各
流
派
の
中
か
ら
、
品
位
を

以
て
生
命
と
す
る
と
共
に
吟
者
自

ら
感
動
し
聴
者
を
も
感
動
さ
せ
る

よ
う
吟
詠
す
る
事
を
旨
と
し
た
「
渓 

月
流
」
の
律
で
、
久
保
園
先
生
ご
指 

導
の
下
、
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜 

日
午
後
1
時
よ
り
独
吟
・
合
吟
で
稽 

古
を
通
じ
、
大
き
な
声
の
発
生
で
ス 

ト
レ
ス
発
散
、
聞
き
取
り
易
い
言
葉 

に
な
り
、
漢
詩
を
通
じ
て
普
段
と
違 

                                           う
世
界
を
見
聞
、
脳
の
活
性
化
・
嚥
下

運
動
の
助
け
に
。 
 

最
近
、
歌
謡
吟
詠
を
含
む
バ
ラ
エ 

テ
ィ
ー
の
豊
か
さ
が
人
気
を
博
し
詩

吟
と
共
に
カ
ラ
オ
ケ
に
も
プ
ラ
ス
効

果
抜
群
、
健
康
寿
命
に
感
謝
し
今
こ
の

時
を
、
会
員
が
和
気
藹
々
楽
し
く
吟
詠

し
て
い
ま
す
。 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
是
非
一 

度
体
験
し
て
頂
き
、
入
会
を
お
待
ち
し

て
居
り
ま
す
。 

「
仲
間
と
居
る
こ
と
が
、
心
身
の
元
気
の
源
」 

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
声
を
出
し
て
楽

し
む
今
が
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
‼
」 

  

（
来
月
は
川
柳
ク
ラ
ブ
で
す
） 

 

令
和
3
年
度 

第
6
回
理
事
会
議
題 

 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

  

【
報
告
・
連
絡
事
項
】 

 

１
． 

専
門
部
関
係 

 

① 

女
性
部 

⑴ 

第
3
回
女
性
部
長
会
議 

 

・
3
月
11
日
（
金
）
10
：
00
～
商
工

会
館
2
Ｆ
会
議
室 

 

・
地
区
女
性
部
長
、
本
部
女
性
部
役
員
出

席 
 

令
和
3
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告 

 

（
2
月
１９
日
平
群
町
の
感
染
者
数
急 

増
の
為
、
止
む
無
く
中
止
と
決
定
） 

⑵ 

女
性
部
社
会
見
学
（
施
設
見
学
） 

今
年
度
も
町
外
研
修
は
取
り
止
め
、

出
前
講
座
で
勉
強
会
を
開
催 

 

・
1
月
18
日
（
火
）
13
：
30
～
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
く
ま
が
し
ホ
ー
ル 

 

・
講
演 

県
老
連
出
前
講
座
／
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア 

 

講
師 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
・
ケ
ア
協
会 

 

認
定
音
楽
療
法
士 

川
西 

明
美
様 

 
 
 
 
 
 
 
 

恵
阪 

み
ど
り
様 

 

大
変
好
評
で
し
た
。
53
名
参
加
（
今

回
は
本
部
役
員
、
健
康
部
員
、
高
齢

者
相
互
支
援
事
業
部
員
も
参
加
、
県

老
連
よ
り
川
端
事
務
局
長
他
1
名
応

援
あ
り
） 

 

徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
を
実
施
し
た
上
で
開
催 

 

② 

健
康
部 

⑴
健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て 

 

・
第
129
回
1
月
25
日
（
火
）
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
9
：
30
～
四
ツ
辻
古
墳

～
石
床
神
社 

 
 

24
名
参
加 

 

・
第
130
回
2
月
22
日
（
火
）
東
山
駅

前
9
：
30
～
ま
ほ
ろ
ば
遊
歩
道
4
㎞ 

 

今
回
よ
り
新
ル
ー
ト（
東
山→

か
し
の
き
荘

→

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）
24
名
参
加 

 

・
第
131
回
3
月
29
日
（
第
5
火
）
プ
リ

ズ
ム
⒐
：
30
～
三
室
山
7
㎞
弁
当
持
参 

⑵
第
1
回
健
康
推
進
委
員
会 

 
 

・
3
月
22
日
（
火
）
10
：
00
～ 

 

小
会
議
室
／
健
康
推
進
委
員
・
外
部 

有
識
者 

 
 

令
和
3
年
度
事
業
報
告
と
令
和
4 

 

年
度
の
計
画 

⑶
令
和
4
年
度
第
1
回
健
康
委
員
会 

 

・
4
月
8
日
（
金
）
10
：
00
～
新
館 

会
議
室
（
又
は
商
工
会
館
2F
） 

 
 
 
 

 

 

③ 

伝
承
交
流
部 

・
1
月
下
旬
／
平
群
南
小
学
校
1
年
生 

昔
遊
び 

コ
ロ
ナ
禍
で
要
請
な
し 

・
1
月
下
旬
／
平
群
北
小
学
校
1
年
生 

昔
遊
び 

コ
ロ
ナ
禍
で
要
請
な
し 

 

④ 

ふ
れ
あ
い
情
報
部 

・
2
月
号
／
1
月
21
日
（
金
）
編
集
会

議
、
1
月
28
日
（
金
）
印
刷
・
発
行 

・
3
月
号
／
2
月
18
日
（
金
）
編
集
会

議
、
2
月
28
日
（
月
）
印
刷
・
発
行 

・
4
月
号
／
3
月
18
日
（
金
）
編
集
会 

 

議
3
月
30
日
（
水
）
印
刷
・
発
行 

 

⑤ 

ク
ラ
ブ
統
括
部 

・
第
3
回
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議 

・
令
和
4
年
2
月
10
日
（
木
）
10
時
～

商
工
会
館
2
Ｆ 

 

・
舞
台
発
表
会
（
5
月
20
日
）
、
作
品

発
表
会
（
6
月
10
～
11
日
）
の
開
催

準
備 

 
 

・
町
補
助
金
関
係
、
町
バ
ス
利
用
他 

 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
激
な
感
染
拡
大

が
続
い
て
お
り
中
止→

（
文
書
決
済
に
変

更
） 

  

➅ 

高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部 

⑴
第
1
回
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
の
開
催 

・
1
月
30
日
（
日
）
椿
台
／
中
戸
邸→

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
不
能 

止
む
無
く

中
止 

⑵
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
・
全
体
会

議
開
催 

 
 

・
2
月
16
日
（
水
）
10
：
00
～
新
館
会

議
室 

延
期→

で
き
れ
ば
3
月
中
に

開
催
し
た
い
（
開
催
日
未
定
） 

⑶
第
4
回
見
守
り
チ
ー
ム
部
会
開
催 

・
3
月
28
日
（
月
）
新
館
会
議
室 

 

見
守
り
チ
ー
ム
経
過
報
告 

 

２
． 

本
部
関
係 

 

①
1
月
末
日
現
在
の
会
員
数
速
報 

2
,0

1
8

名
（
年
度
当
初
比
▲
27
名 

【
別
紙
1
】 

② 

各
地
区
社
会
奉
仕
活
動 

（
最
終
報
告
） 

 
 

【
別
紙
2
】 

③ 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
募
集
状

況
（
最
終
報
告
） 

 
 

【
別
紙
3
】 

・
募
集
期
間
10
月
1
日
～
12
月
25
日 

社
協
事
務
局
へ
納
入
済
み
分 

・
地
区
別
募
集
状
況 

３１ 

地
区 

 

3
有
志
ク
ラ
ブ
総
額1

1
2
,3

6
1

円 

（
昨
年
実
績 

1
1

8
,7

6
3

円
） 

 

昨
年
比

6
,4

0
2

円
減 

ご
協
力
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た 

④ 

連
合
会
の
新
年
互
礼
会 

 

中
止 

・
1
月
7
日
（
金
）
12
：
30
～
15
：
00 

か
し
の
き
荘
2F
集
会
室 
※
新
型
コ 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め 

⑤ 

令
和
4
年
度
平
群
町
成
人
式
へ

の
参
加
要
請 

 
 
 
 

 
(

裏
面
へ
続
く) 

  
 
 

  

あ
る
著
名
な
風
景
画
家 
 
 
 
 
 

が
作
品
の
中
で
『
日
本
の 

 
 
 
 
 

風
景
の
特
徴
は
潤
い
に 

 
 
 
 
 

あ
る
。
見
る
者
を
優
し
く 

 
 
 
 
 

包
む
潤
い
が
あ
る
。
日
本 

の
何
所
を
描
い
て
も
何
時
も
柔
ら
か

な
作
品
に
仕
上
が
る
の
は
こ
の
潤
い

の
お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
。
』
と
述
べ

て
い
る
◇
こ
れ
は
日
本
の
生
活
風
景

を
優
し
く
潤
い
で
表
現
し
た
も
の
、

我
々
へ
の
風
景
保
護
の
提
言
と
受
け

止
め
た
い
◇
日
本
は
列
島
を
な
す
島

国
で
、
緑
の
中
に
山
谷
川
が
あ
り
、
季

節
は
温
暖
で
春
夏
秋
冬
の
四
季
が
あ

り
、
人
々
は
古
来
よ
り
四
季
に
包
ま
れ 

た
生
活
を
し
て
い
る
◇
現
存
の
生
活 

                                            

風
景
は
弥
生
時
代
（
米
の
主
食
化
と
定 

住
化
）
と
古
墳
時
代
（
古
墳
築
造
と
古 

墳
が
首
長
の
崇
拝
祭
祀
の
舞
台
に
）
そ

の
後
、
仏
教
等
の
伝
来
が
あ
り
、
多
く

の
街
道
が
整
備
さ
れ
地
域
間
の
交
流 

が
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
寺
社
の
建

立
が
行
わ
れ
、
そ
の
史
跡
が
残
り
、

塔
、
墳
丘
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
◇

僕
は
こ
の
風
景
は
千
五
百
年
の
史
跡

連
続
性
を
保
つ
奈
良
の
風
景
と
推
察

し
て
い
る
◇
さ
て
、
画
家
の
記
述
か

ら
半
世
紀
、
度
重
な
る
自
然
災
害
、

人
間
性
を
疑
う
事
故
の
多
発
◇
生
活

風
景
は
維
持
さ
れ
、
心
の
安
ら
ぎ
は

享
受
さ
れ
て
い
る
か
、
否
で
あ
る
◇ 

先
ず
は
景
観
を
保
つ
史
跡
の
保
護
に

努
め
よ
う
。 

 
 

                                            

発行 
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ふれあい 

情報部 

第
6
回
理
事
会 
開
催 

 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
急
拡
大
で 

  
 
 

春
季
親
睦
日
帰
り
旅
行
、 

6
月
へ
延
期 

  
 
 

2
、
3
月
中
の
「
か
し
の
き
荘
」
利
用
制
限
一
部
強
化 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

岡 

嘉
道 

 

去
る
、
2
月
25
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
よ
り
、
平
群
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
く

ま
が
し
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
35
地
区
会
長
（
吉
新
、
下
垣
内
地
区
欠
席
）
、
本
部
役

員
、
顧
問
、
参
与
、
事
務
局
が
出
席
し
て
令
和
3
年
度
最
後
と
な
る
第
6
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
原
案
通
り
全
て
了
承
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
左

記
の
と
お
り
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

既
に
皆
さ
ま
ご
承
知
の
事
と
思
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
よ
る
感
染
者
数
は
爆
発
的
に
急
拡
大
し
て
お
り
、
奈
良
県
同
様
平
群
町
に
も

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染
力
は
強
い

が
、
重
症
化
率
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
感
染
者
数

が
急
拡
大
す
れ
ば
、
重
症
者
数
の
急
拡
大
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
が
感
染
す
れ
ば
、
高
い
比
率
で
重
症
化
す
る
懸

念
も
あ
り
、
先
ず
は
、
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
更
に
徹
底
す
る
こ
と
が
一
番
の

防
衛
策
に
な
る
と
考
え
、
4
月
の
「
春
季
親
睦
日
帰
り
旅
行
」
を
６
月
へ
延
期
し
、

行
政
よ
り
協
力
要
請
の
あ
っ
た
か
し
の
き
荘
の
利
用
制
限
一
部
強
化
に
も
協
力
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。 

「
２
、
3
月
の
か
し
の
き
荘
利
用
制
限
」 

◇
期
間 

２
月
14
日
～
3
月
19
日
迄
（
3
月
19
日
以
降
は
未
定
） 

◇
制
限
内
容 

 
 

１ 

全
館
で
飲
食
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
禁
止 

 
 

２ 

2F
集
会
室
の
利
用
禁
止 

 
 

３ 

1F
全
会
議
室
の
利
用
時
間
短
縮 

 
 

 
 

・
午
前 

9
：
00
～
11
：
30 

 
 

 
 

・
午
後 

12
：
30
～
15
：
00 

 
 
 
 
 

（
11
：
30
～
12
：
30
の
1
時
間
で
全
館
消
毒
を
行
う
） 
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（
表
面
か
ら
） 

・
１
月
10
日
（
月
・
祝
）
10
：
00
～

総
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
く
ま
が
し

ホ
ー
ル 

 

※
今
年
度
も
、
来
賓
等
は
招
か
ず
身

内
だ
け
で
規
模
を
縮
小
し
て
開
催 

⑥ 

第
29
回
生
駒
郡
人
権
教
育
推
進

連
絡
協
議
会
研
究
大
会 

・
1
月
21
日
（
金
）
13
：
00
斑
鳩
ホ 

ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
止 

⑦ 

第
1
回
平
群
町
第
6
次
総
合
計

画
等
検
討
委
員
会
開
催 

・
1
月
26
日
（
木
）
9
：
30
～
役
場
2F  

会
議
室 

 
 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で 

延
期
2
月
22
日
（
火
） 

再
延
期
3
月
２９
日
（
火
） 

⑧ 

第
2
回
介
護
保
険
運
営
協
議
会 

並
び
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

運
営
協
議
会
開
催 

・
令
和
4
年
2
月
14
日
（
月
）
14
：

00 

役
場
2
Ｆ
会
議
室 

岡
会
長
出

席
予
定 

 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
中
止→

文
書
決

済
に
変
更 

 

⑨ 

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議

会
・
人
権
対
策
協
議
会
合
同
先
進
地

視
察
研
修
の
開
催 

・
令
和
4
年
2
月
下
旬
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
戸
副
会
長
出
席
予
定 

1
月
31
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
為
中
止
の
連
絡

あ
り 

⑩ 

第
3
回
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

会
開
催 

・
3
月
23
日
（
水
）
14
：
00
～
プ
リ

ズ
ム
会
議
室 

岡
会
長
出
席
予
定 

 

３
．
郡
生
連
関
係 

⑴
第
4
回
役
員
会
の
開
催 

・
令
和
4
年
3
月
16
日
（
水
）
10
：
00 

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩 

岡
、
米
田
、
岡
本
、
樫
原
、
事
務
局

計
5
名
出
席
予
定 

・
令
和
3
年
度
収
支
見
込
み
、令
和
4

年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予 

 
 
 
 
 

算
案
等 

※
3
年
年
度
事
業
は
ほ
ぼ
全

面
中
止
と
な
っ
た
為
、
来
年
度
予
算
を
ど

う
す
る
か
？ 

（
2
月
9
日
開
催
場
所
変
更
の
連
絡
あ

り 
 

斑
鳩
ホ
ー
ル
２
Ｆ
研
修
室
へ
） 

⑵
令
和
3
年
度
日
帰
り
研
修
旅
行 

・
3
月
2
日
（
水
）
三
重
県
方
面 

 

1
月
24
日
郡
生
連
会
長
よ
り
中
止 

に
し
た
い
と
の
連
絡
あ
り 

 

４
．
県
老
連
関
係 

特
記
事
項
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 【
協
議
事
項
】 

1 

令
和
4
年
度
主
要
事
業
日
程
計

画
（
案
）【
別
紙
4-

１
、
4-

2
】 

（
郡
生
連
、
県
老
連
の
予
定
は
、
現
在

の
所
勘
案
前
） 

2 

令
和
3
年
度
決
算
見
込
み
・
令 

和
4
年
度
予
算
案 

別
添
資
料 

3 

令
和
4
年
度
春
季
親
睦
日
帰
り

旅
行
の
実
施 

・
旅
行
社 

 

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス 

又
は
名
鉄
観
光 

・
旅
行
日
程 

4
月
8
日
（
第
2
金
） 

・
募
集
人
員 

40
名
（
大
型
バ
ス
1
台
） 

 

※
旅
行
条
件
／
日
帰
り
コ
ー
ス
、
バ

ス
走
行
距
離
1
日
300
㎞
前
後
、 

会
費
＠1

0
,0

0
0

円
目
途
、
昼
食
会
場
椅

子
席
、
8
時
過
ぎ
出
発
・
18
時
頃
迄
帰
、

隣
接
す
る
大
阪
府
、
京
都
府
、
和
歌
山

県
、
三
重
県
に
ま
ん
延
防
止
措
置
宣
言

が
出
て
い
る
状
況
と
平
群
町
の
感
染
者

が
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
暫
く

様
子
を
見
た
い 

（
4
月→

6
月
頃
ま
で
延
期
と
し
た
い
） 
 

4 

「
か
し
の
き
荘
」
の
利
用
制
限 

（
2
月
9
日
福
祉
こ
ど
も
課
よ
り
要
請
） 

・
平
群
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
数
が
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
主
に
高
齢
者
が
利
用
す
る
か
し

の
き
荘
の
利
用
制
限
を
強
化
す
る
も
の 

・
期
間 

2
月
14
日
（
月
）
～
2
月
28

日
（
月
）
ま
で 

 

・
制
限
内
容 

1 

全
館
、
飲
食
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
禁
止 

2 

2F
集
会
室
の
利
用
禁
止 

3 

1F
会
議
室
の
利
用
時
間
短
縮 

9
：
00
～
11
：
30
ま
で 

12
：
30
～
１５
：
00
ま
で 

（
11
：
30
～
12
：
30
の
1
時
間
で
全

館
消
毒
を
行
う
） 

※
2
月
24
日
制
限
期
間
を
3
月
19
日 

迄
延
長
す
る
旨
連
絡
あ
り 

 
 
 
 
 

以
上 

    

第
129

回
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

四
ツ
辻
古
墳
・
石
床
神
社 

 
 

健
康
部
副
部
長 

鵜
飼 

勤 

 

１
月
25
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集

合
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の

田
中
さ
ん
、
松
名
さ
ん
、
森
さ
ん
、
山
西

さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

金
賞
の
岡
村
さ
ん
、
銀
賞
の
上
田
さ
ん

の
表
彰
式
が
あ
り
、
準
備
体
操
の
後
、
十

三
峠
へ
の
道
を
た
ど
り
四
ツ
辻
古
墳
群
へ

向
か
い
ま
し
た
。 

途
中
、
小
森
神
社
の
旧
社
地
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。
小
さ
な
祠
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
『
仏
説
無
量
寿
経
』
の
一
節
が
刻

ま
れ
た
庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。
庚
申(

か
の

え
さ
る
、
こ
う
し
ん)

の
夜
に
眠
る
と
、
人

間
の
体
内
に
い
る
三
尸(

さ
ん
し)

の
虫
が

体
か
ら
抜
け
出
し
天
帝
に
そ
の
人
の
罪
を

告
げ
寿
命
を
縮
め
る
と
の
言
い
伝
え
。
庚

申
の
夜
は
眠
ら
ず
に
過
ご
す
と
い
う
平
安

時
代
か
ら
の
風
習
が
福
貴
大
字
で
は
続
い

て
い
ま
す
。
戦
時
中
に
は
、
庚
申
塔
の
「
兵

戈
無
用
（
ひ
ょ
う
が
む
よ
う
）
」
の
語
句

が
疎
ま
れ
て
弾
圧
を
受
け
た
そ
う
で
す
。 

 

四
ツ
辻
地
蔵
堂
に
も
立
ち
寄
り
ま
し

た
。
日
本
全
国
を
巡
っ
て
法
華
経
を
納
め

た
と
い
う
、
天
保
十
三(

１
８
４
２)

の
銘

が
あ
る
「
奉
納
大
乗
妙
典
日
本
廻
国
碑
」

が
あ
り
ま
す
。
信
貴
畑
、
十
三
街
道
、
福

貴
畑
へ
の
十
字
路
が
あ
り
四
辻
と
よ
ば
れ

交
通
の
要
衝
で
し
た
。 

 

四
ツ
辻
古
墳
群
を
通
過
し
て
、
石
床
神 

社(

旧
社
地)

へ
。
延
喜
式
神
名
帳
に
大
社

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
・
拝
殿
は

な
く
、
中
央
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
巨
岩

が
ご
神
体
。
女
性
性
器
に
見
立
て
る
「
陰

石
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
男

女
の
生
殖
器
が
強
力
な
呪
力
を
も
つ
と
い

う
、
数
千
年
前
か
ら
の
原
始
信
仰
に
起
源

が
あ
る
貴
重
な
遺
跡
で
す
。
神
社
の
前
の

石
段
で
記
念
撮
影
。 

 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
軽
く
整

理
体
操
を
し
て
解
散
。
4.0
㎞
の
道
の
り
、

24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

                   

お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
康
部 

 
 

注
意
！ 

日
程
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す 

◇
健
康
ウ
オ
ー
ク 

・
第
131
回 
３
月
29
日(

火) 

・
三
室
山(

桜)

7.0
㎞ 

・
プ
リ
ズ
ム
平
群 

９
：
30
集
合 

※
弁
当
持
参 

※
飲
物
・
手
帳
・
雨
具
・
マ
ス
ク 

※
７
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

 

   
 

         

今
月
の
作
品 

川
柳
ク
ラ
ブ 

 

今
回
の
題
詠
は 

「
卒
業
」
で
す 

  

何
事
も
卒
業
出
来
る
ま
で
は
頑
張
り

た
い
と
思
い
つ
つ
、
三
日
坊
主
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。
で
も

学
校
は
先
生
が
指
導
教
育
し
て
く
れ
て

そ
し
て
卒
業
式
で
お
祝
い
・
・
・
。
人

生
は
そ
う
い
う
わ
け
に
い
か
ず
、
な
か

な
か
卒
業
と
言
う
わ
け
に
は
参
り
ま
せ

ん
。「
こ
れ
も
又
楽
し
か
ら
ず
や
」
で
す
。 

 

人
生
の
卒
業
式
は
香(

か)

花(

か)

読
経

(

ど
き
ょ
う) 

宮
崎
多
喜
代 

最
終
学
歴
に
自
動
車
学
校
卒
と
書
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井 

信
夫 

薬
漬
け
卒
業
す
る
の
は
い
つ
の
日
か 

 
 
 
 
 

濵
﨑 

晴
美 

酒
卒
業
饅
頭
や
め
て
も
医
者
通
い 

藤
田 

利
治 

卒
婚
を
す
る
気
は
な
い
が
あ
こ
が
れ
る 

高
橋 

秀
尹 

人
生
の
卒
業
式
は
ま
だ
早
い 宮

前 

敏
子 

健
康
で
卒
寿
迎
え
る
こ
の
至
福 

山
田 

謙
造 

主
婦
卒
業
あ
な
た
料
理
を
お
願
い
ね 

阿
部 

裕
子 

山
勘
と
運
を
味
方
に
卒
業
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

難
波 

尊
志 

卒
業
が
で
き
な
い
悪
夢
今
も
見
る 

松
井 

友
博 

卒
業
の
ア
ル
バ
ム
見
て
は
若
返
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
原 

友
子 

コ
ロ
ナ
さ
ま
卒
業
で
き
ず
又
留
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
本 

和
子 

  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
五
十
音
順 

循
環
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
天
の
赤
き
実
重
く
枝
た
れ
て
花
の
少

な
き
庭
を
飾
り
ぬ 

左
近 

育
子 

一
人
居
の
春
楽
し
め
と
と
り
ど
り
の
花

寄
せ
植
え
し
次
女
帰
京
せ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

芝
田
ユ
ク
子 

青
空
の
飛
行
機
雲
に
乗
り
て
行
け
天
寿

を
生
し
や
さ
し
き
人
よ 

徳
原
と
も
子 

久
々
に
庭
の
隅
な
る
霜
柱
踏
め
ば
立
つ

な
り
な
つ
か
し
き
音 

 
 
 

 
 
 
 
 

野
木 

宗
信 

早
朝
の
田
の
径
歩
み
霜
柱
踏
み
し
め
今

日
の
一
日
始
ま
る 

花
岡 

安
子 

幾
年
も
花
咲
か
ざ
り
し
水
仙
の
あ
ま
た

の
花
芽
を
瑞
祥
と
せ
ん 

前
田 

通
恵 

ガ
ラ
ケ
ー
を
ス
マ
ホ
に
替
え
て
四
苦
八

苦
孫
と
の
ラ
イ
ン
老
い
の
脳
ト
レ 

飯
田 

陽
子 

「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
」
と
挨
拶

し
家
族
揃
い
て
あ
ん
も
ち
雑
煮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

芳
子 

碁
敵
の
逝
き
て
心
の
衰
え
り
ク
ラ
ブ
へ

の
足
尚
遠
去
か
る 

石
川 

友
子 

宵
寒
く
雨
戸
し
め
ん
と
見
上
ぐ
れ
ば
コ

ウ
コ
ウ
と
照
る
冬
の
満
月 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

魚
住 

潤
子 

働
い
た
証
の
タ
オ
ル
首
か
ら
外
し
ほ
っ

と
一
息
家
路
を
急
ぐ 

小
東 

隆
子 

 

 

今
月
の
俳
句
ク
ラ
ブ
は
休
載
で
す 

         

お
く
や
み 

 

令
和
4
年
1
月
20
日 

か
ら
2
月 

19
日
の
間
に
左
記
の
会
員
の
ご
逝
去 

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

吉
村 

英
子
様(

97) 
 
 

吉
新
地
区 

 

岡
田 

光
子
様(

94)    

福
貴
畑
地
区 

 

倉
田 

夏
生
様(

73) 
 
 

西
宮
地
区 

 

稲
森
皓
之
亮
様(

85)

竜
田
川
団
地
地
区 

 

扇
田 

澄
江
様(

86) 
 
 

上
庄
地
区 

 

吉
川 

薫 

様(

84)    

緑
ヶ
丘
地
区 

 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を 

お
祈
り
致
し
ま
す
。 

  

長
寿
会
連
合
会
一
同 


